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自分の分野外のことについて知りたい場合，その分野の有名人を探すことができれば，その人の論文を見ることで，

効率的に知識を集めることができる．また，行政や企業において，今後の指針や経営方針などについて，ある特定の
分野の人物と情報交換をしたいと考えたとき，その分野のキーパーソンを容易に見つけられれば便利である．そこで，
本稿では研究会や会議などの開催プログラムを用いることで，ある特定の分野における人間関係の可視化を行い，そ

こから，キーパーソンの特定や人間関係を俯瞰的に見ることができるツールを構築した． 
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1. はじめに 

自分の分野外のことを調べる場合において，その分野に

おける人間関係がわかれば，その分野で影響力のある人物

や，強いつながりを持つ人たちを探し出すことができれば，

その分野についての情報を効率的に収集することが可能と

なる．そこで，本稿では研究会の開催プログラムから特定

の分野における人間関係の可視化を行い，強いつながりを

持つ人たちを特定することが可能なツールの構築を行う． 
研究会の開催プログラムは，一般的に同じ分野の研究を

ひとまとめにしたセッションから構成されている．セッシ

ョンには座長と数件の発表があり，発表される論文には一

人ないし複数の著者が記載されている． 著者の所属が異な

る複数人で構成されていれば共同研究を行なっている可能

性が高く，強い人間関係が構築されていると推測できる．

また，研究分野が近いものをまとめて一つのセッションと

していることから，同じセッションで発表をした著者達も

何らかの関連はあると推測でき，座長も同様に考えること

ができる．多くの開催プログラムからそれらの関係を抽出

することで，人間関係を抽出できるのではないかと考え，

実際に電子情報通信学会の開催スケジュールにある，開催

プログラムや独自に入手した研究会情報から，座長や著者

の情報を抽出し，AT&T Research が提供する Graphviz[1]や
Java を用いて人間関係のグラフ化を行った． 
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2. 関連研究 

Web 上で人間関係を調べるツールとしては「あのひと検

索スパイシー[2]」が有名である．スパイシーでは検索サイ

トのように人名を入力し，検索することでその人やその人

と関係がある人をインターネット上から検索し，その人の

情報と一緒に人とのつながりをグラフ化したものを閲覧す

ることができる．しかし，このサイトは通常の検索サイト

と同様に Web 上から該当する情報を抽出しているため，表

示される情報の信憑性は高いものとは言えない．例えば，

同姓同名の場合，その人物の情報が混じっており，また，

誰かの主観が入っている情報や噂などの確実性の高くない

情報も掲示されていることもある．そのためスパイシーで

は確実性のない情報をなくすためにユーザが複数の情報の

中から正しい情報を選び，結びつける機能を用意するなど，

信憑性の向上に努めている段階にあるといえる． 
一方，論文の書誌情報から研究者の関係抽出や研究分野

の俯瞰，および，論文のクラスタリングに関する研究も行

われている[3,4,5,6]．これらの研究では，論文の参考文献や

著者情報を用いることで，関連情報の抽出を行なっている

ため，我々の研究と関連が深い．参考文献は論文を書いて

いる本人が関連ある研究だと認識したものであるため，主

観的な判断になる．一方，我々が利用する研究会などの開

催プログラムでは，主催者が関連のある研究をまとめてセ

ッション毎に分けているため，客観的な判断で分類されて

いる点が異なる． 
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3. 研究会データの取得 

研究会のページなどに掲載されている開催プログラム

から取得した著者リスト，および，Graphviz で利用する dot
ファイルの作成手順について説明を行う． 

 
3.1 開催プログラムより著者リストを作成 

研究者同士のつながりを抽出するため，研究会の開催プ

ログラムページから，座長や著者などの情報を抽出し，以

下の法則に従い著者のリスト化を行った．  

(1) 研究会名は S:研究会名と記述し，その後改行する． 

(2) 氏名の間の空白は詰める． 

(3) 座長は Z:人名と記述し，Tab による空白の後改行する． 

(4) 座長がいない場合 Z:の後改行する． 

(5) どちらでもない場合発表者と判断する． 

(6) 発表者，共同研究者は行で表し，人名は Tab により区

切る． 

実験は 2 つのデータセットを用いており，１つ目は著者

らと関連が深いデータベースに関連する研究会のホームペ

ージにある開催プログラムから手作業で著者リストの作成

を行った．もう一方は，電子情報通信学会[7]のサイトにあ

る開催ブログラムから著者リストを自動的に作成したもの

である．このサイトには研究会発表申込システムがあり，

これを利用することで，図 1 に示すような開催プログラム

ページを自動的に作成することできる．自動生成されたペ

ージであるため，タグ情報の解析により，著者情報の自動

抽出が可能となり，著者リストの自動抽出が可能となる．

著者リストの一部を図 2 に示す． 
 

3.2 著者リストから DOT 言語への変換 
前節で作成した著者リストを DOT 言語に変換するプロ

グラムを作成した．DOT 言語とはテキストでグラフを表現

するためのもので図 3 のように記述する．コンピュータで

処理しやすい形でありながら目で見てもわかりやすくなっ

ている．Graphviz を用いて描画した例を 図 4 に示す．「1」

図２ 著者リスト 

図１ 開催プログラム 
図３ dot 言語の例 
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から「6」はつながっており，かつ「1」と「4」，および，

「2」と「5」もつながりがあることがわかる．今回の実験

では，無向グラフを用いているが，パラメータを変更する

ことで，有向グラフにすることも可能であり，ノードやエ

ッジの属性も指定することで，色や大きさを変更すること

も可能である．  
 

3.3 Graphviz を用いた画像変換 
作成された dot ファイルは Graphviz を用いて画像ファイ

ルに変換を行う．今回の実験では，以下のように関連する

人間を 1 対 1 で表現し，結びつきの強さを len で表現した．

共著，同一セッション，座長関係になる回数が多いほど len
の値は大きくなるようにした．len の値が大きいと近くに配

置されるレイアウトとなる．また，表示される人数が多い

ため，強い関係は赤線で表現した． 
graph "g" { 

"神崎 浩貴" -- "蒔田 圭佑" [len = 42.00]; 
"蒔田 圭佑" -- "佐藤 充" [len = 41.00]; 

} 
 

4. 実験結果 

4.1 データセットの詳細 
データセット A は DBWeb, DBWeb, DBWS, DEWS, DEIM

などデータベースに関する 41 回分のワークショップやフ

ォーラムの開催プログラムデータである．一方，データセ

ットBは電子情報通信学会の研究会開催案内ページにある

2,457リンクから取得できた 2,306回分の開催プログラムデ

ータにデータセット A を追加したものである． 
 この情報を元に，まず，データベースに関連する研究分

野の人間関係の視覚化を行った．視覚化は Graphviz を用い

た手法と，Java で作成した自作のグラフツールを用いた手

法の 2 つで行った． 
 
4.2 可視化例 
まず，データセット A について Graphviz を用いて可視化

した例を図 5 に示す．提案手法により作成された研究者相

関図は中心部に非常に沢山の人と結びついている研究者が

存在した．実際にこの研究者はこの分野での中心的人物で

あり，数多くの弟子も活躍していることが分かった．扇形

になっている部分が数多く存在するが，これは，師弟関係

を表しており，大きな研究室ほど扇型が大きいことが分か

る． 
次に，自作ツールを用いて可視化を行った例を図 6 に示

す．図中の中央下の頻度を変化させるスライドバーがあり，

表示させる関連語の数を調節することができる．また，ノ

ード（人名）間で関連度が高い場合にはエッジが表示され，

ノード間の関連度が高いほどエッジは短くなるように設定

した．各ノードの位置に意味は無く，関連語を表示させた

直後はランダムに表示されるが，時間が経つと関連度が高

いノード同士が近くになる．また，あるノードを左クリッ

クするとのーどの固定ができ，右クリックするとその人物

と関連のある人物の色が変化する．この例からは，データ

ベース分野の著名な先生を中心として円状にノードが集ま

っていることがわかる．また，右クリックした人物が有名

な先生のため，その先生と関係がある人物が多数いること

がわかる． 
 最後に，データセット B について自作ツールで可視化を

行った例を図 7 に示す．ノード間が密になっている部分が

あるものの，全体的にバラけた形となっていることがわか

る．データセット Bの分野は電子情報通信学会全体であり，

全体で 6 万人弱の研究者を表示可能だが，実験で使用した

27 インチ画面の大きさでは 1,000 ノード程度の表示が限界

のため頻度をかなり高い値にしている．そのため，ここに

表示されている人物のほとんどは，その分野で有名な研究

者と思われる． 
 
4.3 考察 
 実験結果から，Graphviz を用いることで，その研究分野

での研究グループを俯瞰的に捉えることができることがわ

かり，ノードが動的に動く自作ツールでは，研究者間のつ

ながりをより詳細に把握することができることがわかった． 
 現時点での問題点として，Graphviz で表現できるノード

数に限界があるため，表示するノード数を予め間引かなけ

ればならない点が挙げられる．また，画像への変換を行な

っているため，ユーザの動的な要求に答えることが難しい．

一方，自作ツールにおいても，ユーザが把握できるノード

の数が画面サイズに依存しているため，この点に関して改

良の余地がある． 
 

5. おわりに 

おわりに 本稿では，研究会や会議のプログラムから人

間関係を可視化することを試み，実際に学会のページから

データを抽出し，可視化を行った．今後は，大きなモニタ

での表示方法に関して検討を行なっていきたい． 
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図５ Graphviz の描画例（データセット A）
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図６ 自作ツールの描画例（データセット A） 
 

図７ 自作ツールの描画例（データセット B） 
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